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総合評価  
概ね成果が得られたと評価する。 

本プロジェクトでは、地方都市の公共交通課題に対し、AI オンデマンド交通での解決を
目指しシミュレーション手法の確立と、利用実績データ分析と成果物の可視化に関し、テン
プレート化までを進めた。本研究で得られた対象地域で公共交通サービスを改善するため
のシミュレーション支援手法は、自治体や住民、交通事業者の合意形成を支援する共通基盤
として機能しはじめており、SDGs の目標に沿った成果が認められた。また、若手技術者が
積極的に参加し、共創が実現されている点も評価する。 

一方、「交通需要予測モデル構築」、「公共交通サービスのシミュレーション評価」、「定量
的指標に基づくサービス改善」の 3 つの要素が整理されているなか、各要素の社会実装や
他地域展開に向けた戦略設計が不十分であった。非常に挑戦的なテーマであるが、今後、住
民の意識向上や行動変容を通じて地域の公共交通サービスの向上と、他地域にむけた成果
展開の体制整理が進むことを期待する。 
 
項目評価  
１．目的・目標の達成状況 
目標は概ね妥当であったと評価する。 

本プロジェクトでは、伊那市における「ぐるっとタクシー」を対象として、利用実績のデ
ータ分析やシミュレーション評価を行い、効率性の改善を確認した。当初の目標は概ね達成
され、公共交通サービスを共創的に設計・改善するためのシミュレーション支援手法を実デ
ータに基づき構築し、利用意向調査によるサービス内容の検証と関係者調整が達成された
点を評価する。 

一方、本プロジェクト終了後の計画として共創支援手法の適用マニュアル作成や講習会
の開催などが予定されているが、2030 年に向けたビジョンや展開シナリオは概念的なもの
にとどまっており、他地域展開に向けた条件の整理や、展開先となりうる地域・スケジュー
ルなどについてはより具体的な想定が必要である。地方の公共交通は脆弱化が深刻であり、



自家用車以外の移動環境の確保改善を目指した本プロジェクトのさらなる横展開を期待す
る。 
 
２．今後の計画および展望 
プロジェクト終了後の事業構想は概ね描けていると評価する。 

本プロジェクトは、伊那市での定着に向けた道筋は具体的であり、その過程でシミュレー
ションの精緻化も行われ、他地域展開を見据えた方向性は評価できる。また、有効性指標に
基づく試験結果をソリューション提案へ接続している点や、成果とともに課題を整理して
いる点も評価できる。マニュアル作成や講習会の開催を通じ、他地域展開を見据えている。       

一方で、受益者ごとのメリット・デメリットの整理やサービスパッケージ設計、AI 支援
技術とアンケート結果の統合分析、関係者調整と合意形成に向けたシミュレーション評価
とシナリオ構築等については、今後、更なる研究の継続と高度化を期待する。 
 
３．計画・実施体制等の妥当性 
プロジェクトの運営・活動状況は概ね妥当だったと評価する。 

本プロジェクトは、研究代表者や協働実施者が伊那市や交通事業者と協働し、計画通り進
行したと評価する。AI オンデマンド交通のシミュレーションや成果物のテンプレート化に
ついては評価できる。公共交通サービスの改善に向け、地域での多様な関与者との共創的な
体制は整い、定期的な会議開催を通じ取組も進展した。今後は、他地域展開のための参画形
態・PDCA サイクルの明確化や、利用者の対象層拡大が必要である。また、住民や行政の巻
き込みに加え、既存の公共交通サービスを担う主体の意識改革も必要になると考えられる。
地元のニーズを把握し、地域住民とともに活動を盛り上げることを期待する。 
 
４．その他 
なし 
 

以上 


